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　Improvisualizationとは、Improvise【即興】と visualization
【視覚化】からなる造語である。

　上面に映像が投影された装置。映像と音声は、鑑賞者との関
係を取り込みながら変化していく。鑑賞者の情報から生成され、
変化していく図形記号にやどった情報が、やがて鑑賞者に還元
され理解されるとき、装置は楽器へ変化する。

　今回のバージョンでは、装置と鑑賞者の距離を取得するため
距離センサーと、色を取得するためにカラーセンサを用い、その
情報の取り込みにArduino、Node.js、映像の生成プログラムの
作成にHTML5 Canvas、JavaScriptを用いた。


